『國民新報』1939年10月1日　
[主張]　新秩序の根本原理

　今 (こん)日 (にち)は我 (わが)帝 (てい)國 (こく)によりて東 (とう)亞 (あ)に新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)が建設 (けんせつ)されつゝある光 (くわう)輝 (き)ある歴 (れき)史 (し)の一時期 (じき)である。帝國 (ていこく)の此 (こ)の行動 (こうどう)を聖戰 (せいせん)と名 (な)づけるのであるが、是 (これ)をば歐 (おう)米 (べい)の諸強國 (しよけうこく)は支那 (しな)に對 (たい)する日本 (につぽん)の侵 (しん)略 (りやく)だと稱 (しやう)して居 (ゐ)る。彼 (かれ)らが吾 (わ)が聖 (せい)戰 (せん)をば侵 (しん)略 (りやく)と稱 (しやう)するのは必 (かな)らずしも惡 (あく)意 (い)からばかりとは云 (い)へない。何 (なん)となれば彼等 (かれら)には八紘 (こう)一宇 (う)の皇 (こう)道 (どう)精 (せい)神 (しん)が理解 (りかい)されず、但 (ただ)唯 (ゆゐ)利 (り)主 (しゆ)義 (ぎ)の己 (おのれ)の心 (こころ)を以 (もつ)て他 (た)人 (にん)の心 (こころ)を度 (はか)るからである。
　抑 (そも)々今 (こん)日 (にち)の帝 (てい)國 (こく)主 (しゆ)義 (ぎ)とか、民 (みん)主 (しゆ)主 (しゆ)義 (ぎ)とか乃 (ない)至 (し)は共 (きよう)産 (さん)主 (しゆ)義 (ぎ)とか云 (い)ふものは、その形態 (けいたい)には種 (しゆ)々雑多 (ざつた)の變化 (へんか)があるとは云 (い)へ、その根本 (こんぽん)をなすものは自 (じ)己 (こ)中 (ちゆう)心 (しん)の唯 (ゆゐ)利 (り)主 (しゆ)義 (ぎ)であつて、その源 (みなもと)はローマ人 (じん)の權 (けん)利 (り)思 (し)想 (そう)から發 (はつ)したものと云 (い)へると思 (おも)う。釈 (しや)迦 (か)や孔 (こう)子 (し)やキリストの教 (をしへ)は何 (いず)れも人 (にん)間 (げん)の此 (こ)の唯 (ゆゐ)利 (り)的 (てき)半 (はん)面 (めん)を抑 (おさ)へて、義 (ぎ)のために己 (おのれ)を空 (むな)しうすることを教 (をし)へたのであつた。かゝる道 (どう)義 (ぎ)主 (しゆ)義 (ぎ)の精 (せい)神 (しん)は東 (とう)洋 (よう)精 (せい)神 (しん)と呼 (よ)ばれて居 (ゐ)るものであるが、この東洋 (とうよう)精神 (せいしん)こそは皇道 (こうどう)の髄 (ずい)をなして居 (を)り、それが數 (すう)千年 (ねん)間 (かん)醗 (はつ)酵 (こう)し生 (せい)長 (ちやう)して今日 (こんにち)に至 (いた)り人 (じん)類 (るい)救 (きう)濟 (さい)の大 (だい)使 (し)命 (めい)のために興 (こう)亞 (あ)聖 (せい)戰 (せん)となつて現 (あらは)れ始 (はじ)めたのである。
　こゝに於 (お)いて吾 (われ)等 (ら)は各 (おの)々自 (じ)分 (ぶん)の心 (こころ)の秩 (ちつ)序 (じよ)の建直 (たてなほ)しと云 (い)ふ大 (だい)問 (もん)題 (だい)に逢 (ほう)着 (ちやく)する。即 (すなは)ち中 (なか)ば以 (い)上 (じやう)西 (せい)洋 (よう)の唯 (ゆい)利 (り)思 (し)想 (そう)に誤 (あやま)らされた舊 (きう)秩 (ちつ)序 (じよ)を斷 (だん)然 (ぜん)破 (は)壊 (かい)して唯 (ゆゐ)利 (り)主 (しゆ)義 (ぎ)[footnoteRef:1]の吾 (われ)々の本然 (ほんぜん)の姿 (すがた)に立戻 (たちもど)ることである。即 (すなは)ち子 (こ)は親 (おや)に事 (つか)へ妻 (つま)は夫 (おつと)に事 (つか)へ人 (ひと)らは互 (たがひ)に相 (あい)事 (つか)へ、而 (しか)して吾 (われ)々は擧 (こぞ)つて大君 (おおきみ)に事 (つか)へる本然 (ほんぜん)の秩序 (ちつじよ)に歸 (かへ)ることだ。子 (こ)は親 (おや)に對 (たい)して子權 (しけん)を主張 (しゆちやう)し、妻 (つま)は夫 (おつと)に對 (たい)して妻權 (さいけん)を主張 (しゆちやう)し、民 (たみ)は國 (くに)に對 (たい)して民權 (みんけん)を主張 (しゆちやう)し、人 (ひと)々は互 (たがひ)に相手 (あいて)に對 (たい)して己 (おのれ)の權 (けん)利 (り)を主張 (しゆちやう)すると云 (い)ふことが、現 (げん)に吾 (われ)々が間 (ま)違 (ちが)つて這 (は)入 (い)つたところの、從 (したが)つて直 (ただ)ちに破 (は)壊 (くわい)しなければならないところの舊 (きう)秩 (ちつ)序 (じよ)なのである[。]個 (こ)人 (じん)の心 (こころ)の此 (こ)の舊 (きう)秩 (ちつ)序 (じよ)が清 (せい)算 (さん)されなければ、新事態 (しんじたい)に應 (おう)ずる國 (こく)内 (ない)の社 (しや)會 (くわい)の新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)も生れることは出來 (でき)ない。況 (ま)してや多 (おほ)くの異 (い)民 (みん)族 (ぞく)を抱 (ほう)容 (よう)して理 (り)想 (そう)の新 (しん)東 (とう)亞 (あ)たらしめんとする新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)の建 (けん)設 (せつ)に於 (お)いておやである。 [1:  単行本『同胞に寄す』では「道義主義」に修正されている。] 

　吾 (ご)人 (じん)が享 (きやう)有 (いう)する富 (とみ)や地 (ち)位 (い)やは、凡 (すべ)て神 (かみ)と大 (おほ)君 (きみ)より『授 (さず)かつた恩 (おん)惠 (けい)』であつて、吾 (ご)人 (じん)の權 (けん)利 (り)で『獲 (くわく)得 (とく)した獲 (え)物 (もの)』ではない。吾 (わ)が身 (しん)體 (たい)や生 (せい)命 (めい)でさへも神 (かみ)と大 (おほ)君 (きみ)からの御 (お)預 (あづ)かり物 (もの)である。此 (こ)の精 (せい)神 (しん)は前 (ぜん)線 (せん)の將 (しやう)士 (し)によつて最 (もつと)も能 (よ)く發 (はつ)揮 (き)された[。]是 (これ)は銃 (じう)後 (ご)の國 (こく)民 (みん)全 (ぜん)體 (たい)の精 (せい)神 (しん)であらねばならぬ。否 (いな)今 (こん)後 (ご)子 (し)々孫 (そん)々の永 (えい)久 (きう)の精 (せい)神 (しん)であらねばならぬ[。]而 (しか)して此 (こ)の精 (せい)神 (しん)こそは人 (じん)類 (るい)を救 (すく)ふべき八紘 (こう)一宇 (う)の大 (だい)精 (せい)神 (しん)[な]のだ。吾 (われ)々が支 (し)那 (な)四億 (おく)の民 (みん)衆 (しう)の爲 (ため)に支 (し)那 (な)に於 (お)いて戰 (たたか)つて居 (ゐ)ると云ふ命 (みやう)題 (だい)は、此 (こ)の精 (せい)神 (しん)によつてのみ理 (り)解 (かい)されるであらう。
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